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体重100-- 130gm，雄，純系 Ratte ぐ呑竜)の肝臓を用い， 2 乃?t 4 粍立方大の組織片とした。
b) 実験方法
口径 14cm，高さ 30cm の広口魔法瓶内に， 口径 10cm，刊さ 10cm の広口魔法瓶を挿入して二軍魔
法瓶とし，魔法瓶内の Dryice 飽和 Acetone が 42乃至52時間で -80 0 C より 0__5 0C まで徐々に l二昇ー
する椋に魔法瓶の蓋を調節する門
採取した組織を Dryice 飽和 Acetone により -700C 以下に冷却した純 Acetone 中で台、述に凍結さ
せ，前もってと記二J'ft:魔法瓶中で -700C 以下に冷却した試験管内の純 Acetone に移し， 約48時聞を
要して徐々に 0__5 0C に上昇させる。復祖後，常祖の純 Acetone 中に 1 時間おき， Xylol 透徹後，低




な固定波も，いろいろ使用し比較した。 (1)凍結法としては， Dryice 飽和 Acetone により -70---80cC 
に冷却した， Alcohol，或は液体窒素 lとより-160---190 oC に冷した Acetone， Alcohol, Isoþentane と
を比較した口 (2)脱水のための溶媒としては， Acetone, Ethanol, Methanol などの有機株媒存用しら (3)凍
結治解のための時間と温度は --70---80 0 C の低ìíi1 Acetone 巾に，又 Phi1ip 氏法により -40---50 o C
の Acetone l-II に長n-!j 問おくか， -70 oC よりやや速やかに温度を上昇させる羽合も北校検討した。
c) 形態学的検討
1) 凍結の条件， 本実験の -70---80 oC の Acetone による凍結は上述の他の方法との問に著明な
尭がなかった。
2) 脱水のための溶媒としては Acetone によるものが最もすぐれた組織像を示した口浸漬時間及び温
度は -70---80oCに保つ場合は 1 週間経っても脱水はほとんど進まず， -40---50 oCでは約 1 週間を




1) RNA 染色; Pyronine-Methylgreen 染色により， 本法によって良好な染色性と細胞内局在性を
示し， Carnoy 氏液固定より優れている。 -40---50 o C，或は -70---80 oC で長時間浸漬したものは，
幾分染色性が弱く，局在性が不明瞭である。
2) PAS 染色; Hotchkiss司McManus 氏法による PAS 染色では， ほぽ Carnoy 氏固定によるもの
と同様の強さで陽性物質が出現するが，細胞内の局在性は Carnoy 氏同定よりも優れている。とくに偏
奇現象は極めて少い口長時間の浅漬のものは一般に陽性物質の出限度が弱いようである口







な方法であり形態学的に良好な像が得られる。 一方， 本法によって処理した同ーの組織片から， PAS, 














かりでなく RNA 染色， PAS 染色にも，又酸性およびアノレカリ性 Phosphatase Esterase, Lipase. Phosｭ
phamidase などの酵素染色にも，従来用いられている冷アセトン固定，カルアノ氏固定，一般の凍結溶解
法と比較して局在，反応の強さなどの点において優れた所見が得られた。
本法は従来の凍結溶解法を合理的に改良し， 良好な所見が得られる上に，簡便であるため，今後多く使
用されうるものと信ずる。
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